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Tadashi TABATA， Tosio HUZIOKA and Nobuo MATSUMURA 1953 A 
Relay Svstem of Automatic Fog Meter. Low Temperature Sc加lce，11. (With 
English r岳sumep. 65) 

自記霧水量計の言十数装置勢

田畑忠司 藤岡敏夫 松村信男

(低滋科拳研究所海洋挙部町田軍用物迎学部門)

〈唱和 28年8月長理〉

1. まえがき

自記一霧水量計・は，霧粒をとらえ，あつまった霧水色滴下させ， との Lづくの教をリシヤール

の自記電接回数器で記録するようになっている九 水滴が一泊ゐちるごとに回数器をはたらか

せるためには，かるく動く挺子・を利用して水銀接離をごとぢる織電器がつかわれている。挺子は

--;"y品に;1¥.摘がゐちるごとに， .J二ー下に首をふる。そのたびごとに挺子につけてある電気接黙が水

銀だめの中にはい札回数器の回路をとぢる。との挺子の部分は，箱に入れられて，議粒をと

らえる部分とともに木や棋のたかいところにとりつけられるが，木や栂のゆれ定、接鞘がとぢた

り，水銀の隈化のために接黙がとぢても電気が訟がれなかったりなどして保守がむづかじい。

27 ~I三度の移の観測IJでは民生活=をつかった回路にあらため， 28 ~l'.度ではこれを J1i に改良して

陪賓に湯水が記録tP，米るよう.になった。手IJ川される人法:にすぐ聞にあうように，賞111.1:のとと

をこ中心に報手;する。

II. リレー装置

第 11品iI(a) は'27 度につかった民主管によるリレ{装世であるε ノ1'(ìl~iが必ちていないとき，

民主管 76(!J グリッド・は尚抵抗をへて員の~うiい電位， すなわちカットオプり電位になって去り，

|場凶電流は流れない。誕の1Ili捉装置にとりつけてある導JK管 Pの先は百・の形に作られ，その下

の金属H-Q は 76 グリッドに連絡じ，金属棒 R は接地しである。ノK~出jは P の先から Q v':>上2に

ゐち， Qのj二を流れてその←下端が Rにふれると Qから離れてRにうつるがとのときグリッド

はノK~li:î，金属棒をへて接地され，民空管のl場制電mtはなt敢にます。 i場制回路には電磁石をつか

った機首都がはいっていて， I場制電流がますと接賄をとち、る。したがって，との櫨電器の接闘

を自記電接回数器の回路に入れてゐけば;J'(捕の数を自記するととができる。民主管は 76の外

・双初i~fi: 6SN7の半分， 6C6 の 3 制管接続でもよい。年I~電器は手製で，也位 lcm の軟僻心に

O.09.mm の L江1.y~Ö エナメル線をと約 2 高 5 千田容き，接黙には銀をつかつてあり， 3mA ではたら
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第 1圃 民主主1f総司主楼

十D

A: 6.3V， B: 150-200V， C: 10-1ラV，
D: 1.5-3V， A， B. Dの寅の悌.CのJE
の級を接地， T:白記電接¥ijJ!IIJ土器

(α) 

く。餓心と谷線のあいだの絶縁乞iづトにし，

1週11¥1v乙1，2 [i:!¥，接mJ¥iの)1¥1にすべすべした紙

をはさんでしごけば故防はゐとらない。金!語j

)¥. Qはエボ、ナイト似にとりつけ， 導ノ'J'¥.'iii;P， 

金属枠Rの部分もふくめ柏のなかにいれた。

エボナイトの台目玉子には結縁をよく保つために

fi}二京樹脂をぬった。買，空Þ~;や回数協は脱出1]1日

の柏の中1丸棉の下の小屋あるいは 30m位

はなれた観iJ!lJrifiーのたかに沿いであり金属片Q

と買A空管のグリッドをむすぷi主主jhには，一割

のヨリ線が・諸にゴムで、つつまれている献を

(b> うか01<ζ。場所によってとのね止の長さは 30m

にも及んだが途中で紘をつないだりしなけれ

ば結紘は 1・分であった。ゴムがiEの先を金属片i

Q と棒 Rにつな tぐために一本一本別にする

時も ~~'iのなかでわけるようにし，さけ目が雨

や蕗にあたらないようにした。

!学W:の翻測では観測製iY2の檎で7前iの民

主管機電器をつかった。電源は 7本の民主主管

に共通にしたが，各民主管が同時にはたらくことはほとんどなく，民主管のフィラメントの電

源、はべつにして，陽fE~側の電流容量はせいぜい 2 キ二同時にはたらいた場合の 20mA にとって於

けばよい。

、との他に昨年度，黒岩・木下によってつかわれた民主管櫨電器2) を観測明~ Y，でつかった。

との織電器もやはり議水量計のために作られたもので，自記回数器で自記させるかわりに，電

話周回数器をうどかし， それを時聞をきめて讃みとるようになっている。民主管は 25L6で，

との球の陽極とスクリーングリッドの聞に電話用回数梯，陰脳1~~に抵抗が入っている以外は第

1同(叫に似ている。 との櫨電器かち電話m回数器をとりはやして， 3倒管接税にじ，陰極抵
抗を自記電接回数器のマグネットに3なきかえた。1f~・ 11函j (b)にほとれを|品i示しである。自記電

接回数器は 30mAで正常にはたらくからおL6で卜分で，接黙をとつかわないために故障がすく

ない執が有利で、ある。ただし幾分出i慌につき，又ありふれた民主管で、ないため都合から速い野

外観iWJでは，かえ球のHJ意をしてたかなければならない。

自記t~接回数器の配~J~~ ， !j去に端:子からマグネァトj与の主制点。:山i!llをごとゐる配紛は絶縁の1--1-

分なものが多い。このため自記Jt]の時計が硝化して故障をお・こしやすい。ととに民出背回路をと

併出するときは， 1場制回路に 200V1立の電叫がつかわれるから足、わぬリークで時計の故障がお
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とる。絶総をたLかめてから使用することが大切である。 (b)の25L6をつかった方はマグネッ

トが陰極側え入9ているため，電士登線。アース側をこ十分たしかめ，装白置のアース側と!司じにな

るようにすればこの失敗はまぬがれる。

電燈線の配棋のない所・でっかう場合は営ttのすくなくてすむ 76をつかった (a)の方がよい。

陽極側には， 90V，又は 67.5Vの禎唐乾電池2筒乞白子Jjにしてつかい，グリッドには乾電1也

でlo-20Vの員の電自主主こかけてjなけば， I場極電流は7K1出jのこないとき， 1球常り童文 IJA程度に

なる。したがって霧のきた時丈っかうことにすれば 1筒月位の観測には乾電池のとりかえはい

らない。 ただしフィラメントmの小型 6Vの蓄電池は必要である。 ih128 1l三度の観測では記録
計としてリシヤ{ルの白fi己電接回数器を使わないで 11児[Iiが同時記録できる記録討ーをつかっ

た。これについてはあらためて辿べる Q

III. あとがき

パ本年度につかった自記霧水量計片10民主管檎電絡についてのべた。なるべく手較で碓'宣言E謡

lK:!lbii-を作る-llJJになればさいわいで、あります。との織電器の製作がおくれたために色々と御

迷惑をたかけした林業試験所の方k に封し深く沿詑びいたします。又製作にあたり制l援立Jr下さ

った札幌管脳試象壷iJ!lJ器認の方々やf!li乱科事研究所の人誌に!手くた躍をIIJします。
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Resume 

The automatic fog meter is composed of four elements: fog capturing clement， element 
for counting the droplets which drop from the fog capturing element， Robinson's cup anemometer 
and Richard's totalizing chronograph. 

Counting of the number of droplets is realised by means of the electron tube systems 

whose circuit diagrams are shown in Fig. 1. Everytirne a drople.t starts to fall ftom a rnetal 

tuhe attached to the base of the fog capturing element， it connects the grid of an electron tube 
to the earth， the plate current increased thereby acting on the chronograph. 


